
営業損益営業外損益経常損益 営業損益営業外損益経常損益
H29 0.79 2.66 3.45 H29 -13.48 21.49 8.01
H30 0.65 2.83 3.47 H30 -12.14 20.80 8.66
R1 -0.56 2.61 2.05 R1 -11.04 19.69 8.65
R2 -1.36 2.46 1.10 R2 -12.13 20.16 8.03
R3 -0.52 3.20 2.68 R3 -13.41 19.07 5.65

供給単価給水原価販売損益 使用料単価汚水処理原価処理損益
H29 119.44 112.32 7.12 H29 143.19 152.78 -9.59 
H30 120.49 114.66 5.83 H30 143.94 152.56 -8.62 
R1 120.18 121.08 -0.90 R1 142.85 150.06 -7.21 
R2 103.25 114.53 -11.28 R2 141.40 150.04 -8.64 
R3 118.12 117.55 0.57 R3 141.02 152.76 -11.74 

実績 計画 実績 計画
H28 11.98 H28 4.17
H29 13.74 H29 6.06
H30 15.63 H30 8.33
R1 15.68 R1 10.37
R2 15.67 11.73 R2 11.70 10.02
R3 16.35 12.12 R3 10.76 8.45
R4 11.00 R4 7.53
R5 12.62 R5 8.08
R6 12.18 R6 8.49
R7 10.90 R7 10.29
R8 8.23 R8 12.08
R9 8.01 R9 14.85
R10 8.41 R10 18.76
R11 10.50 R11 20.81
R12 12.96 R12 21.00

水道

下水道

水道

下水道

水道有収水量下水道有収水量水道料金収入減額措置除く下水道使用料収入 水道有収水量下水道有収水量水道料金収入減額措置除く下水道使用料収入
Ｈ21 2,080 1,375 1,864 ######## ####### #
Ｈ22 2,094 1,427 1,884 ######## ####### #
Ｈ23 2,037 1,439 2,144 ######## ####### #
Ｈ24 1,996 1,447 2,139 ######## ####### #
Ｈ25 1,957 1,443 2,062 ######## ####### #
Ｈ26 1,901 1,440 1,989 ######## ####### #
Ｈ27 1,891 1,451 1,973 ######## ####### #
Ｈ28 1,874 1,460 2,211 2,008 ######## ####### #
Ｈ29 1,873 1,467 2,237 2,101 ######## ####### # #######
Ｈ30 1,849 1,467 2,228 2,111 ######## ####### # #######
Ｒ1 1,829 1,458 2,198 2,198 2,083 ######## ####### # #######
Ｒ2 1,848 1,485 1,908 2,179 2,100 ######## ######## # ######## ########
Ｒ3 1,831 1,478 2,163 2,163 2,085 ######## ######## # ######## ########

④　有収水量及び料金収入の推移【今後の経営見通しを判断する指標】
社会活動が活発になったことに伴い、コロナ禍で家庭での需要が増えた前年度より約17万㎥減少しました。

社会活動が活発になったことに伴い、新規接続やコロナ禍で家庭での需要が増えた前年度より約7万㎥減少しました。

減額措置の影響があった前年度より2.55億円増加しましたが、減額措置の影響を除くと0.16億円の減少となりました。

有収水量の減少とともに0.15億円減少しました。

有収水量

料金収入

資料３　　　　　　上下水道事業会計決算状況の分析

【水道事業】 【公共下水道事業】

汚水処理原価(1㎥当たりの汚水処理費用)＝汚水処理費(公費負担分除く)÷総有収水量

減額措置を実施した令和
2年度を挟み、3年連続の営
業損失となりました。
加入金の増などにより営

業外利益が3.20億円となっ
たことから、経常利益2.68
億円を確保したものの、前
回の料金改定から間もない
平成29、30年度よりも約
0.8億円の減少となりまし
た。

令和３年度決算概況

令和３年度決算概況

①　経常損益等【健全経営が行われているか判断する指標】

②　販売損益等【料金設定が適切か判断する指標】

営業外損益＝営業外収益(加入金、長期前受金戻入等)－営業外費用(支払利息等)
経常損益＝営業損益+営業外損益

供給単価(1㎥当たりの販売価格)＝給水収益÷総有収水量
給水原価(1㎥当たりの生産原価)＝(経常費用-受託工事費等)÷総有収水量

令和4年8月22日　上下水道局経営総務課

補填財源＝損益勘定留保資金(減価償却費等－長期前受金戻入)+減債積立金+建設改良積立金+繰越利益剰余金

処理損益＝使用料単価－汚水処理原価

令和３年度決算概況
下水道使用料は、有収水

量の減少に伴い約1,500万
円の減少となったことに加
え、処理場費や減価償却費
などの費用も増加し、営業
損失は令和2年度より約1.3
億円増え、13.41億円とな
りました。
一般会計からの繰入金に

も支えられ、営業外利益が
19.07億円となったことか
ら、経常利益5.65億円を確
保したものの、令和2年度
より約2.38億円の減少とな
りました。

営業損益＝営業収益(料金収入、雨水処理負担金等)－営業費用(管きょ費、処理場費、減価償却費等)

営業外損益＝営業外収益(繰入金、長期前受金戻入等)－営業外費用(支払利息等)
経常損益＝営業損益+営業外損益

令和３年度決算概況
使用料単価は、令和2年

度よりも0.38円減少とほぼ
横ばいとなりました。
しかし、汚水処理原価が

2.7円上昇したことから、
処理損失が約3円拡大し、
11.74円となり、前回の改
定(H29)後、初めて10円を
超えました。

使用料単価(1㎥当たりの使用料収入)＝使用料収入÷総有収水量

販売損益＝供給単価－給水原価

供給単価は、料金減額措
置の影響のある令和2年度
よりも、約15円増加し、
118.12円となりました。

しかし、給水原価も約3
円上昇し、3年ぶりに販売
利益は確保できたものの、
0.57円とわずかなものにな
りました。

営業損益＝営業収益(料金収入等)－営業費用(原水浄水費、減価償却費等)

③　補填財源残高【将来にわたり安定した経営を行えるか判断する指標】
令和３年度決算概況
平成29年の料金改定以

来、初めて前年度を下回る
残高となりました。
しかし、この残高は、財

政計画を約2.3億円上回っ
ています。

令和３年度決算概況
入札差金等により、建設

改良費に約1.8億円執行残
が生まれたことから、企業
債発行額を減らしたもの
の、令和2年度を上回る補
填財源残高となりました。
この残高は、財政計画を

約4.2億円上回っていま
す。
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実績 計画
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（収入：百万円）
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